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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 17,084 10.9 1,609 72.0 1,747 68.9 1,031 81.9
26年3月期第2四半期 15,398 14.0 935 △33.2 1,034 △28.0 567 △41.3

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 1,033百万円 （△29.1％） 26年3月期第2四半期 1,458百万円 （37.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 40.02 ―
26年3月期第2四半期 22.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 46,955 28,739 55.9 964.91
26年3月期 46,059 26,781 51.8 933.70
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 26,246百万円 26年3月期 23,847百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 8.00 ― 10.00 18.00
27年3月期 ― 9.00
27年3月期（予想） ― 11.00 20.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 39,000 9.1 4,700 27.1 4,900 26.1 2,900 32.1 109.71



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  (注) 詳細は、四半期決算短信（添付資料） 2ページ 「2．サマリー情報（注記事項）に関する事項」 をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
   この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に 
  対する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
   本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
  その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる
  条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信 （添付資料） 2ページ 「1．当四半期決算に関する定性的情報 （3） 連結 
  業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。    
   なお、平成26年9月8日を払込期日とする自己株式の処分により自己株式数が1,450,000株減少しております。また、平成26年9月25日を払込期日とする 
  オーバーアロットメントによる売出しに関連する第三者割当による自己株式の処分により自己株式数が210,000株減少しております。平成27年3月期の連結 
  業績予想の通期の1株当たり当期純利益は、上記自己株式の処分1,660,000株の減少を考慮して算定しております。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 27,212,263 株 26年3月期 27,212,263 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 11,869 株 26年3月期 1,671,736 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 25,777,644 株 26年3月期2Q 25,540,657 株
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1. 当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動により一部

弱い動きがみられたものの、企業収益の改善及び設備投資の増加傾向は続くなど、景気は緩やかな回復基調を

維持いたしました。当業界におきましても、一時的に生じた弱い需要局面からの回復が続く事業環境で推移い

たしました。

こうした情勢のもと、当社グループは、節電・省エネルギー空調を実現する製品の拡販、生産革新による品

質の追求と更なるコストダウン、各案件に対する戦略的な受注展開、海外拠点の事業体制強化などに努めてま

いりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜日 本＞

需要が徐々に回復していくなか、省エネ空調機器等が販売を伸ばした結果、売上高は13,778百万円(前

年同四半期比13.4％増)となりました。利益面におきましては、受注管理の強化及びトータルコストの圧

縮などに努めた結果、セグメント利益(営業利益)は1,432百万円(前年同四半期比85.2％増)となりまし

た。

　

＜ア ジ ア＞

中国の安定成長により、売上高は3,390百万円(前年同四半期比1.9％増)となり、セグメント利益(営業

利益)は156百万円(前年同四半期比6.1％増)となりました。

　

この結果、当社グループの売上高は17,084百万円(前年同四半期比10.9％増)となりました。利益面におきま

しては、営業利益は1,609百万円(前年同四半期比72.0％増)、経常利益は1,747百万円(前年同四半期比68.9％

増)、四半期純利益は1,031百万円(前年同四半期比81.9％増)となりました。

　

(2) 財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は46,955百万円となり、前連結会計年度末に比べ896百万円増加となり

ました。これは主に、現金及び預金の増加1,797百万円、売上債権の減少1,504百万円及びたな卸資産の増加322

百万円等によるものであります。

負債は18,216百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,061百万円減少となりました。これは主に、有利子負

債の削減1,710百万円等によるものであります。

純資産は28,739百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,957百万円増加となりました。これは主に、四半期

純利益の計上、剰余金の配当及び自己株式の処分等によるものであります。

　

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

第２四半期連結累計期間の業績並びに現時点において重要な業績変動要因を認識していないことから、平成

26年5月15日に公表いたしました平成27年3月期の連結業績予想は修正しておりません。

　

　

2. サマリー情報(注記事項)に関する事項

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(退職給付に関する会計基準等の適用)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。)及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率

の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から、退職給付の支払見込期間

及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が60百万円減少、退職給付に係る負債が

34百万円増加し、利益剰余金が61百万円減少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経

常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響は軽微であります。
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,795 9,592

受取手形及び売掛金 17,752 16,248

商品及び製品 586 680

仕掛品 379 606

原材料 705 706

その他 605 844

貸倒引当金 △717 △698

流動資産合計 27,107 27,981

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,777 4,505

土地 5,759 5,759

その他（純額） 1,115 1,127

有形固定資産合計 11,653 11,392

無形固定資産

のれん 1,424 1,344

その他 485 468

無形固定資産合計 1,909 1,813

投資その他の資産

その他 5,413 5,791

貸倒引当金 △24 △24

投資その他の資産合計 5,389 5,767

固定資産合計 18,951 18,974

資産合計 46,059 46,955
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,025 6,907

短期借入金 5,213 3,298

1年内返済予定の長期借入金 324 237

未払法人税等 789 701

賞与引当金 520 582

その他 1,700 2,340

流動負債合計 15,574 14,067

固定負債

長期借入金 636 927

役員退職慰労引当金 32 33

退職給付に係る負債 1,287 1,353

その他 1,747 1,833

固定負債合計 3,702 4,148

負債合計 19,277 18,216

純資産の部

株主資本

資本金 5,822 5,822

資本剰余金 4,924 5,923

利益剰余金 13,181 13,897

自己株式 △580 △4

株主資本合計 23,347 25,639

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 805 1,107

土地再評価差額金 △799 △799

為替換算調整勘定 389 197

退職給付に係る調整累計額 104 101

その他の包括利益累計額合計 499 606

少数株主持分 2,934 2,493

純資産合計 26,781 28,739

負債純資産合計 46,059 46,955
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 15,398 17,084

売上原価 11,010 11,978

売上総利益 4,388 5,106

販売費及び一般管理費 3,452 3,496

営業利益 935 1,609

営業外収益

受取利息 3 5

受取配当金 51 47

持分法による投資利益 29 41

雑収入 84 101

営業外収益合計 169 196

営業外費用

支払利息 43 32

雑支出 26 26

営業外費用合計 69 58

経常利益 1,034 1,747

特別利益

受取保険金 74 ―

特別利益合計 74 ―

税金等調整前四半期純利益 1,109 1,747

法人税、住民税及び事業税 428 737

法人税等調整額 67 △80

法人税等合計 495 657

少数株主損益調整前四半期純利益 614 1,089

少数株主利益 47 58

四半期純利益 567 1,031
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 614 1,089

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 138 302

為替換算調整勘定 644 △333

退職給付に係る調整額 ― △3

持分法適用会社に対する持分相当額 61 △21

その他の包括利益合計 844 △56

四半期包括利益 1,458 1,033

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,098 1,138

少数株主に係る四半期包括利益 360 △105
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、平成26年８月22日開催の取締役会決議に基づき、当第２四半期連結累計期間において自己株式の処

分を行い、資本剰余金が999百万円増加し、自己株式が576百万円減少いたしました。この結果、当第２四半期

連結会計期間末において、資本剰余金は5,923百万円、自己株式は4百万円となりました。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調 整 額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日 本 アジア 計

売 上 高

外部顧客への売上高 12,147 3,251 15,398 ― 15,398

セグメント間の
内部売上高又は振替高

1 76 77 △77 ―

計 12,149 3,327 15,476 △77 15,398

セグメント利益 773 147 921 14 935

(注) １ セグメント利益の調整額14百万円は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「日本」セグメントにおいて、千代田ビル管財株式会社の全株式を取得し、第１四半期連結会計期間より連

結の範囲に含めたため、のれんが発生しております。なお、当該事象によるのれんの発生額は1,582百万円であ

ります。

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調 整 額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２日 本 アジア 計

売 上 高

外部顧客への売上高 13,753 3,331 17,084 ― 17,084

セグメント間の
内部売上高又は振替高

24 59 83 △83 ―

計 13,778 3,390 17,168 △83 17,084

セグメント利益 1,432 156 1,589 20 1,609

(注) １ セグメント利益の調整額20百万円は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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